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君
:
入学
お
め
でと
う

ぐ
棚

の

犬
学
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
年中
行
事

が
あ
る
が
、
た
だ
響
び
一色
に塗
り
い

つ
ぶ
さ
れ
る
の
は
、新
入
生を
迎
え

る
行
事
で
あ
る
。
一一月
の
終勿
頃
か
不
酬

ら
三
月
に
か
け
て
京
都
の
町
、々
殊

に
京
大
の
附
近
に
も次
第
に受
験
生
し
、

の姿
が
ふ
え
、何
と
な
く我

ま々
で
て

が
あ
る
糧
の緊
張
を覚
え
る
。
こ
の

緊
張
は
、
入学
賦験
の当
日
最
高
潮

に
越
し
、
大学
生活
の申
では
最
も

気
の
浮
か
な
い
シ1
ズ
ン
であ
る
。

不
安
な
数
日
が過
ぎ
て、
入
学
発
表

の
時
は文
字通
り悲
喜
こも
ご
も
で

あ
る
.

新
入
生
諸
君
ー
恐
ら
く
闘生
の
う

ち
で
、京
大
入学
決
定
の
日
は人
生

の
最
良
の
日
であ
ろワ2
本
年
の
京

大
入
学者
楓
二、
一一九
名
であ
る

が
、
い
わ
ば、
こ
れ
は本
年
六
十
玉

歳
の
京
都
次学
に、
二予
糸の
新
芽

が
出隅
緒
が
咲
い
た
よう
なも
の
で

一

あ
る
。
本
字
は
ノー
ペ
ル賞
に輝
く

湯
川
博
士
の業
績
を始
め
、
幾
多
の

す
ぐ
れ
た
研究
を
庄
み出
し
、
輝
く

伝
統
を
つ
く
り
あ
げて
お
る。
わ
た

し
は
、
何
よ
り
も
諸
君
と
いう
新
芽

が
す
く
す
くと
伸び
、諸
君と
いう

新
し
い
苑
が
大
き
な実
を
結ぶ
こと

(

を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
そ
し
て
そ

の
花
が
や
が
て
そ
れぞ
れ
の4
門
を

通
じ
て
日
本
の
社
会
に
、
そ
し
て人

類
全
体
に
大
き
な
質
献
を
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

入
学
の
上
は
「十
で
神
童
、
二
十
で

顯
享
、
§
+
響
れ
ば
た
だ
の
△

鮎轟秘講.漁晦励.脚編納篇伽一泌
な
ど
と
宮
わ
れ
ぬ
よ
う
、
厳
し
く
自

ら
を
戒
め
、
他
日
の
大
成
を
期
し
て

勉
強
し
て
賞
い
た
い
。

諸
君
は
十
分
勉
強
し
た
か
ら
こ
そ

困
難
を
突
破
し
て
入
学
出
来
た
も
の

と
思
う
が
、
わ
た
し
が
恐
れ
る
の
は

、
入
学
試
験
の
勉
強
は
、
伺
と
し
て

も
試
験
そ
の
も
の
に
調
子
を
合
せ
る

こ
と
に
な
り
、
従
って
ど
う
し
て
も

覚
え
こ
む
と
い
う
こ
ど
が
主
と
な
り

考
え
る
と
いう
こ
と
が
怠
り
勝
ち
に

な
っ
ては
いな
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
て
いう
と、
諸
君
は

日か
げ
育
ちの
植
物
の
よ
う
に
丈
は

高
いが
、
脆
弱
で
、
風
が
吹
け
ば
す

[川蒙

轟
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るり
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°゚馨

鑓

新
入生
諸
君
ー大
学
には
特
に今

諸
君
臼
ら
が
自
ら
に
誓
い
、
そ
し
て

ま
で
の学
校
と
異
な
る
点
が
二
つ
あ
そ
れ
を
守
り
通
す
な
ら
は
、
恐
ら
く

。
そ
の
一は
、
た
だ人
の説
をう

の
み
に
し
た
り
、
ま
る暗
記
をし
た

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
あ
く
ま

で
批
判
的
精
神
と
探
求的
精
神
を
も

っ
て
、
自
ら
檀
極
的
に
求
め
る
と
こ

ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二

は
大
学
は
巣
に
教
育
の
場
だ
け
で
は

人
生
の
ζ
と
成
ら
さ
る
な
し
と
い
う

も
、
敢
え
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
実
行
で
あ
る
。
大
君
壮

語
は
誰
k
由
来
る
が
閥
題
は
霧

た
ち
で

で
あ
る
。・レ
か
も
憂
い
年
月
を
通
じ
ら
請
君

て
の
祈
り
で
あ
り
、
喫
行
で
あ
る
。

せ
て

若 さ こそ エネ ノレギー
　 あロ

曝 探究 に情熱 を捧 げ よ露'

畿
な
も
の
で
、
合
理

象

く
と
も
京
天
へ入
学
し
た
踏
君
は
、
的
に使
え
ば
使
う
ほ
ど
よ
く
な
る
の

難
羅
簸
鰻
翻
黙
灘
難

驚

繋
響
餐
離
講

駅灘

籍

難
繍

羅
加繍

藩
轟
購
搬

記念す、きこの李
李
の.に
に灘

辮

鎌

心。い禦

難

讃

ー
てー
…
磯
蕪

灘

窪

萎

κ゚

倒
れ
る
よ
う
な
危
険
を
持
っ
て
は

い
徽
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ

わ
い
入
学
後
の
勉
強
は
ま
じ
め
に

さ
え
や
れ
ば
、
入
学
試
験
の
よ
う
な

不
安
は
な
い
の
だ
か
ら
、
一臼
も
早

く
受
験
勉
強
の
ゆ
が
み
を
取
り
も
ど

考
え
る
、
舗
和
あ
る
学
生
と
し

返
し
く
成
畏
を
と
げ
て
貰
い
た
い

平

沢

な
く

学
術
の
由
心
と
し
で
研
究
の

場
で
、
大
学
こ
そ
日
本
学
術
の
推
進

者
で
あ
り
、
担
当
者
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
大
学
に
お
い
て
も
、
学
部

の
学
生
た
る
請
君
は
、
ま
だ
独
自
の

研
究
そ
のも
のを
行
な
う
ま
で
に
は

釜
ら
な
いが
、
し
か
し
、
深
く
臼
ら

考
え
、自
ら
求
める
精
神
を
以
て專

門
家
と
し
て
の他
日
の大
成
を
期さ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

う
が如
く
そ
の成
ら
ざ
る
は
自
ら

自
を欺
く
た
め
で
あ
り
、
自
ら
の
覚

惰
を実
行
せ
ぬか
ら
で
あ
る
。
太
学

へ
入学
す
る
ほど
の
頭
脳
を
有
す
る

以
上
は、
賭
君
は
、
例
外
な
く

や

れ
ば出
来
る
の
であ
って
、
出
来
な

い
の
は
自
ら
や
ら
な
いか
ら
であ
る

人
間
は
な
か
な
か直
線
的
に成
長

は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。誕
生
日

と
か
、
何
か
の
記
念
日と
か
、
元
日

よ
い
大
学
生
と
な
る
た
め
に
は、
.
な
ど
に
、
幾
度
も
幾
廣
も覚
悟
を
新

勉
強
を
真
に
自
然
な
も
の
、或
はや

む
に
や
ま
れ
ぬ
習
慣
に
な
る
ま
でに

身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。諸
君が

大
学
に
入
学
し
な
の
は
、
入学
そ
の

も
の
が
目
的
な
の
で
は
な
く

こ
こ

で
学
び
、
こ
こ
で
将
来
専
門
家
と
し

て
の
準
備
か行
うた
め
で
あ
る
。少

た
に
し
て
成
長
し
て
行
く
の
が
普
通

で
あ
る
。
蓋
し
、
大学
の
入
学
な
ど

も
覚
悟
を
新
た
に
す
る
に
最
も
よ
い

日
の
一つ
で
あ
ろ
う
.

諸
君
の
中
に
は
「俺
は
頭
が
悪

い
」
な
ど
と
、
淋
し
く
思
っ
て
い
る

人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ

は
絶
対
に
心
配
無
用

で
あ
る
。
「俺
は
頭

が
よ
い
」
な
ど
ζ
つ

ぬ
ぼ
れ
て
い
る
よ
り

も
、
む
し
ろ
頭
が
葱

い
♪恵
ろ
者
の
方
が

よ
い
位
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
徹
底
的
に

努
力
を
す
る
と
い
う

条
件
に
於
て
で
あ
る

人
間
の
頭
脳
な
ど

と
いう
も
の
は
不
思

興 ・ ・
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合 宿 ・宿 泊 ・コンパ

追 コ ン ・宴会 に

加茂川畔の

旅館清 州

河原町今出川電停前
TEL⑳1750・8776

＼

二二:二::京都 大 学 新 聞::::::

京 大 唯 一 の マ ス ・メ デ ィア
生 き生 きとした学生生活最も進んだ

問題意識を提供するアカデミック・
ジヤーナル

凹定期購鏡

4年 分1000円2年 分500円

1年 分300円(郵 送料1年につき50円)

獄 難寓京都大学新聞社 難購

i

,
ー

'
¶
-

,

題を一見した瞬間に異常な感じに打たれます。まず幾何の出

翻 題比重が極めて高い点です。つぎに数1、 圓の区別が殆んど
なくなり、さらに数皿との境い目もはつきりしないようです

このように漢然とした形式のものはどうしても、焦り勝ちになり、ついあれこれと全部に手を出してしまうものですが、これが一番恐
ろしいことです。ともかく減点は大低一カ所で5点 ～10点ですから、いい加減で放つておいて他に移つたりすると、出来たと思つたもノのが全然点がなくなるもの

です。今回の入試の成績は諸君の予想以上に低調だと思われます。従つて少 得々点が低い方々でもそれ程心
配がいり零せん。要は相対的な順位が問題なのですから、いつれ得点については後にくわしく述べるつもりですが・もとにもどつて出
題の妥当牲について批判して参りましよう。

鐵
ず幾同が2題幽ることは当然ですが、その合訓点が問題です。2題 で6q点というのは恐らく全国的に見て最高であり「はつ
きり行き過ぎ」だと断定致します。と申しますのは幾何の性質上濁点か零点かといつた得点の荒らさを考慮しますと、幾何
に200点申60点もウエイトを掛けるのは受験生の実力を見る上で非常セこ危険牲が多く、 どう考えても賢明な方法とは者えら

れません。やはり、1番を2問に分けて数1代 数1題、幾何1題として幾何の合剖を45～50点位に止めるのが妥当な所です。
ただし京大独得の一定問馳 軌跡の出題そのものは、計難の余地がなく敬服すべき態度といつてよろしい、欲をいえば1番の軌跡が
(ある意味ではこれが一番難問であつたかも知れない)より吟味されて基本的なものであつてしかるべきでありましよう。ともかくこ
の1番 を正面から当たつて行くことは最も危険であつて、入試のあの零囲気を考えると、とても明確な3つの場合の吟味など出来るも
のではありません。その上に完全解を目指せば最小限40分程度の時間を喰われ、あとあとに致命的な悪影響を及ぼさざるを得ません.
寧ろ畳明なやり方としては2番 から着手すべきかと諸えます。

繊
答の幾何は最も手頃な出題ですぺて京大的なもので、妥当の一語に尽きるようです。恐らくこの3番 が今回の入鼠のキーボ
イントであつたろうと想像します。これが出来たものは殆んど合格可能といつていいと思う位です。つぎに解析方面では、
2番は乎凡でいうことなし.ただしこれでも随分ケアレスミスがあつたようです。また4番についてはグラフで解く場合京

大ては特に注意しないと点があるようでありません。一カ所でも不明瞭な論じ方をすると大幅な減点を喰つてしまいます。これまた受
騒生の大半が不九全解であつたろうと想像されます。
奴皿について5番は三角が主題で、合成をきちんとやれれは前半は問題がないが、後半となると何んとはなしに掴みにくい面がある

ようてす。さきの4番 といいこの5番といいこの辺が所謂京大タイブの特徴で、参考書流の勉強では手も足も出ない所であつて、ほん
とうに6え方をねつたものだけが十分な解答に到達出来るのです。最後に6番 は完全に型通りであつて、常々いつている通り面積の計
算そのものでこれだけは完壁に解いて欲しいものですが現実はやはりその逆で如何にケアレスミスの多いことか.恐らく正解は2割程
鼠に氾ぎないものと判断されます。

懸雛鰻藻塁三藻講1乏灘 ≡鰭懸1難礁1灘 華羅
がはるかに有利です。
最後に出題の妥当性を総括しておきます。
(イ)幾伺のウエイト並びに1番の軌跡が時間的に見てやや困難だという点で甚だしい行き過きがある。もつと基礎的なもの(た だ

し一定とか軌跡作図等の出題は好ましい傾向である)に改めるべきであろう。
(ロ)数 ヨ、数皿の形式は如何にも京大らしく考えさせる問題であり、少くとも参考書型の出題でない所は良問と称して差支えない

ものである。
(ハ)文科系の選択問題が理科系にくらぺてやや困難なのは、どうしても範囲の問題からして己むを得ないかとも思われるが、それ

だけ女科系のものはしつかりした決意をもたねばならない.

痙 数学京大クラスー年の反省

蓮藝

≡'°

糞
舞

の時期においてこのことを卒直に反省して見たいと思う.
まず捨てる問題は幾何に自信のないものは絶対1番である.

鐵
ぎに3題を選ぶとすれば②、⑥、⑤(文科系なら②、O、⑦)が 妥当であろう。これを徹底的に仕上げる。どんなに時間を
くつても、まず90分程度でこれを完壁にしておく。つぎに③に進むべきと思う。(勿請最悪の場合幾何に自信のないものは
4番に移るより仕方はないが)そしてこれで十分再検討して完全という自信が出来れば、あとは残りの乙く一部でよい。部

分点もあげればよい。この通りに進んだものはたとえケアレスミスがあつても120点は完全に確保出来る.一 方幾何に自信のあるも・の
なら②、③、⑥、⑤と進んでやはり最位120点である。
ともかくどの角度から見ても受験生の力としては2時聞半で4題程度しか出来る筈がないのであつて、この冷酷ともいえる実態を正

しく見抜きかつきびしくこれを実行に移してもらいさえすれば十分である。

㊥
対出題されないものとレてつぎのものを示しておいた。幾何ではメネラウス、チエバ、トレミー等の特殊なものが、軌跡作
図にこみ入つたもの。数1、 駆ではコーシー、シユバルツ等の機械的定理、半別式で機械的に解くもの、対数の技巧的なも
の、三角の加法定理で謝算して行く面倒なもの。数置では数学的帰納法を用いるもの、抽象的な数列、抽象函数の積分箸.

これだけは今後とも絶対に出題されないことは、はつきり断定出来る。ただ
し一定、軌」跡作図の乙く基本的なもの、対数の基礎的なもの、対弥性に関すり
るものは私として出題可能あるものとして、必須に入れざるを得ない。
京大クラス冬期試験会の結論は非常}こ興味がある.いうまで6な くこの試

験会は入試に備えて厳格に旛行されるものであるが、このときの成績がその
まま入試の成績と一致している。
勿論10回程度行ったものであるが、そのうち乙く極端に良過きたもの悪過

蟹たものを取除いて出して見るとそのまま入試の成績につながつているので
ある。その際やはり幾何が問題でこの成績がよければ上がり、恵いとうんと

慧 轟 膓罎鷲禰際灘;竃姦開認綴
に出てくるものである。
結局冬期試験会で成績を安定させそのペースを確実に持続し、入試でも欲

を起さず毅然として自己のペースで4題主義を完遂すること以外に絶対確実
に入試を勝ち取る方法は見出せない。

■ 総 括

懸
大の出題は難問ではない、従って何らかの意味で機械的な定理公
式は全然必要がない。また参考書流の型にはまつた間煽も殆んど
不要である。それよりいつもどんなタイブでもその場で柔軟に正

しく考える態度を養うこと.いささかも乙まかしのない(非暗記的)思考力
を徹底して身につけなければならない.ただこのように骨つぽい間題はかり
だから、どんなことがあつても1題は捨てまず 「3題完全主義」を貫きその
出来上り具合で4題 以上進む練習な規則正しく鍛え抜くのみである。

懲
の間幾伺と積分の面秘1まどんなことがあつても完壁にしておくこ
と、更に三角、グヲフfカルな考え方等をしつかり身にっけてお
いて欲しい。数学京大クラスの本義は以上の諸点につきるもので

あり、またそれだけで十分だと信じている。入試の印象が生 し々い現時点で
このことを一つ一つかみしめて頂きたいものである。

36年 度入試 合格圏(110点)

37年 度入 試合格圏{馨 瀦躍で髪箕湾だけ}

ます年間を通じて小生の最も強調した点を挙げておく。

獲
別式を主にした純参考書流の考えを放秦し、反対にグラフを柔軟に使いこなすこと、扇実判別式を主にしたものは今年もま
た1題も出題されていない。
型にはまった問題は出ない。所調 「文章型」の題意を素直に把握し、その場で正しく考える力を養なうこと。ここで 「文

算フ凱 とは単なる応用問題では決してない寧ろ反対に何かしら題意を把握するのに考える力がいる問題という意味であり、これこそ京
大型の絶対的特質である。今回でいえば4番、5番の(ロ)7番 、8番等その好例である。
幾例と積分の面積は一年間強調しておいた。この両者が完壁であれば絶対合格であるが、これは今後もいささかも変える必要はない

どこまでもこの両者を軸にして勉学すれば京大に関しては十分である。
この一年間模試で強調し続けて来たことはっぎの通りである。まず 「3題完全主椥 その手乙たえの上で4題以上に進みこの際1題

は捨てた方がよい。3題分が楽に出来れば好調と見て5題まで、3題分がやや苦しければ4題強でよい。これが所謂「4題主義」であ
るが、これ程日頃から強調したことはないのであるが、それでもなおかつ実際の入試ではつい全部手をつけてしまい勝ちである.いま

最後}こ得点そのものが合格基準にならないことをクラスで示して見たい。グラフで左のものの110以上 の所が右のものは90以上の所に
一致しているわけである。結局全受験生が皆一様に20点つづ減少しただけの事で骨つほい問題の場合はいつもこのような現象を示すの

である。従 つて各自がよく130以上でないと駄目なように思い勝ちだが、今から4年前には130以上とつて不合格になつた例が非常に多
かつた。一方昨年は11(庶程度で充分合格しているのである.こ のように問題の難易(と くに幾何が入つた場合はその差がひどい)に
ょって合格基準点に30点程度の変動があること至極幾然であるこの傾向は幾何が必須である限り如何ともし難いことでそれだけ対策に
慎重を期したいのもである.

さて私共は昨年名実ともに生まれかわつた近畿予備校として、新校舎を
落成し更に永井先生という真の教育者を中心に致しまして万全の態勢のも
とに新発足致したのであります。小教室、完備した設備、熱心な事務職員
などまず私共の力の及ぶ限りの方法を講じました。そしてこれに入魂の意
義をもつ、教育指導者として永井 らゆる方面の方 と々一体になつ
先生の御出馬樋 ・たのでありま 尿 て学問→轄打込んでおられま

翻 撚 乏灘 騨 薯鷺 井 鍵 灘 鶉 灘 鶯
く蛉 。・もえ耀 想の教育の髄 先 ものが一体とな・て精進してい

塞 譲 轡 上げて行く所存で 生 壽雛 溝 甥 鶯 簸

審1≡縷輔1綿 灘 灘舞離
憲鷲 沼鱗 跳 叢蹟 心 織 窃 窺毒認 墓慕
教育でありま跳 学問の舳 一・にiま恐らく絶無と串せましよポ

峯鑛 麗翻 瓢 麓 震 し 薦 羅 鷲を難 欝
お迎え致したいので覧現に永井 て っ爪 どの配 ウェイト槻き
先生は京大クラスを開講され、あ 或いは省略すぺきか。そして大ラ
局的に生徒がいつもこれ}こ向って真剣に打込んで来ているかどうな、。等々
筆舌に尽し難い配慮を毎回払つておられるのです.あ くまで先生の学問に
対する厳格さを至上のものとして、学校全般の品格と申しますか、格調と
いつたものをどこまでも高めたいものと念願している次第です。

唱 脚m

聾

曇

ア ドバ ン ス ・コ ・一ス

無 試 験(定 員二百五十名申込順受付中)

京大入試数学

反省と心構え
日時3月29日 午後1時 より4月5日 午後1時 より

担当 永 井 康 孝

京大理科 クラス 申込順
京大文科 クラス 定員まで受付中

4月12日 始業

京都市上京区鳥丸今出川 電⑭6681・6710
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